
（別紙３）

〜 令和8年 7⽉ 3⽇

（対象者数） 22 （回答者数） 20

〜 令和8年 6⽉ 30⽇

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定員があるのですべての利⽤者の⽅が参加できないので、⻑
期休み等にもスポーツ活動を積極的に取り組んでいく。

2
現在は作品作りがメインであるが、企画から携われるような
しくみを作っていきたい。

3 ⻑期休みに⾏っているが定期的に⾏い交流をしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
早目の周知、アンケートなどを実施し参加できる⽅を増やし
ていく

2
保護者様が参加できるように早目の告知が必要と思われる。
場所の確保と⽇時選定が必要である。

3
どのスタッフでも対応できるよう簡単なところから取り組ん
でいる。レパートリーを増やし飽きないようにやる必要があ
る。

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和8年 6⽉ 15⽇

○保護者評価有効回答数

令和8年 6⽉ 15⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和8年 7⽉ 15⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

リズム運動
よさこい踊りなどは⾏っているが簡単にできる「リズム運
動」を増やしていきたい（集中し⾏えるため）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動に参加できていない保護者様への周知
親子レクリエーション、サロンなどに参加頂けるように保護
者様への周知が足りない

保護者様への研修が⾏われていない
個⼈⾯談でお困りごとなどの対策などを⾏っているが「ペア
レントトレーニング」などの研修は⾏っていないので、今後
開催の⽅向で動いていく

本格的なスポーツ活動の実施

体育館などを使⽤し実践している。基礎体⼒の向上はもちろ
ん仲間とのつながりなどのチームワークも⼤切に⾏ってい
る。  できたという達成感を感じてもらえるように取り組
むと同時に恐れずチャレンジできるような声掛けも⾏ってい
る。

活躍の場を提供している
地域のおまつりなどを利⽤し作品を展⽰、地域の⽅にご協⼒
を頂き１か⽉ごとに作品展⽰なども⾏っている。今年からは
近くの美術館の障がい者展などにも参加している。

他事業所との交流
高齢者デイサービスなどに作品（お土産作り）を持って訪問
に⾏っている。

事業所における自己評価総括表公表


